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1.はじめに 
袋詰脱水処理工法は、土嚢袋に高含水比の粘土や浚渫土等を詰め込み脱水させた後、袋の張力を利用して

盛土材などに使用する工法である。土嚢袋に要求される機能は施工中、施工後に破れないこと、脱水する際

に濁水がでないこと、早期に脱水することである。脱水は自重圧密により行われるため、袋の大きさにより

脱水時間のコントロールが可能であるが、土嚢袋内部に排水材を設置することによりさらに早く脱水するこ

とが可能となる。また初期濁りを小さくするためには透水係数を小さくする必要がある。本研究では土嚢袋

内部に不織布を設置することにより排水機能を高めた土嚢袋の脱水実験を行い、透水性および初期濁りにつ

いて従来の土嚢袋との比較を行った。 
2.土嚢袋の形状 

図-1.袋の形状 

土嚢袋の材質は一般土木資材に用いられているポリエステルであ

る。土嚢袋は筒状織物の両端をケブラー繊維で縫製加工したもので、

ポンプ圧送で高含水比の粘土を詰めた後に、内容物が逆流しないよ

うに逆支弁がついている。大きさは 1.5m×2.2m で、中詰土が充填

されれば俵状に膨れる構造である。（図-1）不織布は土嚢袋内で円筒

形になるように設置されている。袋に充填できる量は 1.3ｍ3で、こ

のとき袋の高さは 80cm になる。両端部には吊り具が取り付けられ

るようになっている。 
表―1．粘土の物性 

3.実験方法 
袋材の透水係数は関西大学

所有の定水位透水試験装置で

実験を行った。1）袋詰めに使

用した粘土はリバーソイルを

使用した。リバーソイルは浄水場沈砂池に堆積した粘土で主な物性値を

調べたのが表―１である。この粘土をポンプ圧送可能なように水分調整

を行い、ミキサーで攪拌して注入に使用した。スクイーズポンプ（新明

和 100ｌ/分）で注入を行い規定の高さになるまで注入した。傾斜のつ

いた台の上に袋を設置して注入して、透水量、濁度を 1 時間おきに、袋

高さを一日に一回測定した。 
4.実験結果および考察 
４－１．袋材の透水係数 
定水位透水試験により求めた透

水係数と目付けの関係を調べたの

が図―2 である。目付け量が大き

いほど透水係数も小さくなると考 
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写真―1．実験状況 
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.2 527 0.69 2.59×10－４ 

表―２．袋の物性 



えられたが、実験の結果両

者の相関性は見られなかっ

た。１１種類の布の中より

透水係数の最も小さい布を

選択し袋を製造した。袋詰

め実験に使用した袋の物性

を表―2 に示す。 
４－２．袋詰実験 
土嚢袋に粘土を充填する

には 20 分程度要した。透

水量、濁度の測定は充填完

了時より測定した。透水量を調べたのが図―３であるが不織布を設

置した土嚢袋は１．５倍の透水量があるのがわかる。 
土嚢袋内の縦方向の排水に加えて横方向の排水が加わったためと考えられる。透水量の測定は 1 時間おきに

排水された水を計量することで確認したが、１００時間を越えると排水量が減り測定が困難となった。この

ため 1 日 1 回測定した袋の高さで排水量の様子を調べたのが図―4 である。透水量のグラフ同様不織布を設

置した土嚢袋の方が低くなるのが早いことがわかる。しかし 5 日目ではほぼ同じ高さとなり、8 日目では逆

転している。袋の高さ変化は透水量と密接な関係があると考えられる。この関係を調べたのが図―5 である。

直線回帰式を求めたところ不織布を設置した場合の透水量は 9.0×高さ、従来型は 6.7×高さなる関係が導き

出された。1 カ月経過後、両者とも高さ変化は３０ｃｍとなるがこのときの透水量を前出の式に代入すると

不織布を設置したほうが７０ℓ多く排水されたと推測される。不織布を設置した場合表層付近の粘土は明らか

に硬く、脱水が良く行われていることが確認できた。 
濁度の経時変化を調べたのが図－6 であるが、不織布がある

場合は測定開始より濁土は低く初期濁りを減少させることが

確認された。ドレイン材を付加することで水の移動が早まり、

微細粒子の移動が促進されフィルター層の形成が促進された

と考えられる。また注入時においても不織布が濁水を吸水し

て、濁水の流出を防止することも確認された。 
５．おわりに 
土嚢袋内に不織布を設置した場合、袋内における縦方向だ

けの水の移動だけでなく横方向の移動が加わることで脱水初

期において排水量が 1.5 倍あ

ることが確認された、また透

水速度が早まるだけでなくフ

ィルター層の形成も促進され

初期濁りが減少することが確

認された。 
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図―３．透水量 

図―２．透水係数と目付

0.0E+00

1.0E-03

2.0E-03

3.0E-03

4.0E-03

5.0E-03

400 500 600 700

目付け(g/cm2)

透
水
係
数
(m
l/
m
in
)

図―６．濁度 
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図―５．透水量と袋の高さ変化 

図―４．袋の高さ変化 
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